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●
地
球
温
暖
化
問
題
と
中
・
印
の
経
済

大
国
化

二
○
○
七
年
一
二
月
バ
リ
で
開
催
さ
れ
た
国
連

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
一
三
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｃ
Ｏ
Ｐ
13
）
は
、
二
○
一
三
年
以
降
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
の
枠
組
み
作
り
に
道
筋
を
つ
け
る
こ

と
が
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
が
、
予
想
通
り
米
欧
、

そ
し
て
南
北
と
り
わ
け
米
中
が
火
花
を
散
ら
す
激

し
い
交
渉
の
場
と
な
っ
た
。
し
か
し
最
終
的
に
は
、

米
国
が
復
帰
し
、
中
国
や
イ
ン
ド
と
い
っ
た
発
展

途
上
国
も
参
加
す
る
交
渉
の
工
程
表
（
バ
リ
・
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
。
期
限
は
二
○
○
九
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｃ
Ｏ
Ｐ

15
）
の
採
択
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

現
行
の
枠
組
み
で
あ
る
京
都
議
定
書
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｃ
Ｏ
Ｐ

3
（
一
九
九
七
年
一
二
月
）
で
採
択
（
発
効
は
二

○
○
五
年
二
月
）
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
既
に
一
○

年
の
月
日
が
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
例
え
ば

京
都
議
定
書
で
一
九
九
○
年
比
六
％
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
を
約
束
し
て
い
る
日
本
は
、
逆
に

六
％
超
の
増
加
（
二
○
○
六
年
の
速
報
値
）
を
記

録
し
、
第
一
約
束
期
間
（
二
○
○
八
年
〜
二
○
一

二
年
）
の
国
際
約
束
の
達
成
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
状

況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
京
都
議
定
書
で
削
減
の

義
務
を
負
っ
た
先
進
国
で
も
、
曲
が
り
な
り
に
も

実
際
に
削
減
が
進
ん
で
い
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
や
ド

イ
ツ
と
い
っ
た
西
欧
の
一
部
の
国
に
限
ら
れ
て
い

る
。
結
果
と
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
は
世
界

的
に
刻
々
と
増
え
続
け
て
い
る
。
他
方
、
今
こ
の

地
球
で
観
察
さ
れ
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
氷
河
や

極
地
で
の
氷
山
の
消
失
で
あ
り
、
前
例
を
見
な
い

よ
う
な
巨
大
な
熱
帯
低
気
圧
（
台
風
、
サ
イ
ク
ロ

ン
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
）
の
頻
繁
と
も
い
え
る
発
生
で

あ
る
。
そ
し
て
多
く
の
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
現
象

を
気
候
変
動
の
予
兆
と
受
け
止
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
バ
リ
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｃ
Ｏ
Ｐ
13
で
、
紛
糾
の
末
日
程

の
延
長
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
は
い
え
、
最
後
に

は
各
国
間
の
妥
協
が
成
立
し
た
の
も
、
地
球
温
暖

化
が
既
に
現
実
の
危
機
と
し
て
認
識
さ
れ
始
め
て

い
る
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。

世
界
経
済
に
目
を
向
け
れ
ば
、
こ
の
一
○
年
の

間
に
歴
史
的
と
い
っ
て
よ
い
大
き
な
変
化
が
い
よ

い
よ
明
瞭
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
歴
史
的

な
変
化
と
は
、
共
に
一
○
億
を
超
え
る
人
口
を
有

す
る
中
国
と
イ
ン
ド
が
年
率
一
○
％
近
い
急
速
な

経
済
成
長
を
持
続
す
る
よ
う
に
な
り
、
依
然
巨
大

な
貧
困
人
口
を
抱
え
て
い
る
と
は
い
え
、
経
済
大

国
と
し
て
の
存
在
感
を
着
実
に
示
し
始
め
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
否
、
中
国
に
つ
い
て
い
え
ば
、

既
に
れ
っ
き
と
し
た
世
界
有
数
の
経
済
大
国
で
あ

る
。
Ｇ
Ｎ
Ｉ
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
プ
ラ
ス
要
素
所
得
純
受
け

Ｎ
Ｉ
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
プ
ラ
ス
要
素
所
得
純
受
け

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
プ
ラ
ス
要
素
所
得
純
受
け

取
り
）
で
は
二
○
○
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
を
上
回
り
、

二
○
○
五
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
と
肩
を
並
べ
、
以
後

米
国
、
日
本
、
ド
イ
ツ
に
次
ぐ
世
界
第
四
位
の
規

模
を
誇
っ
て
い
る
。
貿
易
総
額
で
は
二
○
○
四
年

に
日
本
を
抜
い
て
、
米
国
、
ド
イ
ツ
に
次
ぐ
世
界

第
三
位
の
貿
易
大
国
と
な
り
、
以
降
そ
の
地
位
を

維
持
し
て
い
る
。
そ
し
て
外
貨
準
備
高
で
は
二
○

○
六
年
二
月
に
日
本
を
上
回
り
世
界
一
位
と
な
っ

た
が
、
外
貨
準
備
高
の
増
加
は
そ
の
後
も
続
い
て

い
る
。
イ
ン
ド
も
Ｇ
Ｎ
Ｉ
で
は
二
○
○
五
年
に
世

Ｎ
Ｉ
で
は
二
○
○
五
年
に
世

で
は
二
○
○
五
年
に
世

界
一
○
位
の
水
準
で
あ
っ
た
。
経
済
規
模
で
イ
ン

ド
を
上
回
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｇ
７
（
米
、
日
、

英
、
独
、
仏
、
伊
、
加
）
と
中
国
の
他
は
、
わ
ず

か
に
一
カ
国
（
二
○
○
五
年
の
場
合
、
ス
ペ
イ

ン
）
に
過
ぎ
な
い
。
Ｇ
８
（
Ｇ
７
＋
露
）
の
一
員

で
あ
る
ロ
シ
ア
も
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

韓
国
も
Ｇ
Ｎ
Ｉ
の
規
模
で
は
イ
ン
ド
を
下
回
っ
て

Ｎ
Ｉ
の
規
模
で
は
イ
ン
ド
を
下
回
っ
て

の
規
模
で
は
イ
ン
ド
を
下
回
っ
て

い
る
（
参
考
文
献
①
）。

環
境
面
か
ら
見
た
中
国
、
イ
ン
ド
両
国
の
問
題

点
は
、
経
済
規
模
の
大
き
さ
以
上
に
地
球
環
境
へ

の
負
荷
を
与
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
代
表
的
な
温

地
球
温
暖
化
と
パ
ー
ム
油
─
東
南
ア
ジ
ア
の
新
た
な
課
題

特集／開発と環境─アジアの経験と課題

藤
崎
成
昭

アジ研ワールド・トレンド No.149（2008．2）─6



室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
取

る
と
、
二
○
○
三
年
に
中
国
の
排
出
量
は
日
本
の

三
・
三
倍
で
、
四
・
七
倍
の
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で

世
界
二
位
で
あ
っ
た
。
中
国
の
経
済
拡
大
の
ペ
ー

の
経
済
拡
大
の
ペ
ー

ス
か
ら
考
え
て
、
ア
メ
リ
カ
の
排
出
量
を
上
回
る

、
ア
メ
リ
カ
の
排
出
量
を
上
回
る

の
も
時
間
の
問
題
と
言
わ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
二
○
○
二
年
に
日
本
を
上

回
る
水
準
に
達
し
、
以
降
世
界
四
位
の
排
出
国
と

な
っ
て
い
る
。
容
易
に
察
し
得
る
通
り
、
両
国
の

排
出
原
単
位
（
こ
こ
で
は
Ｇ
Ｎ
Ｉ
単
位
あ
た
り
の

Ｎ
Ｉ
単
位
あ
た
り
の

単
位
あ
た
り
の

排
出
量
）
は
極
端
に
悪
い
。
世
界
の
排
出
量
上
位

七
カ
国
（
米
、
中
、
露
、
印
、
日
、
独
、
英
）
の

中
で
最
も
効
率
の
良
い
日
本
と
比
較
し
た
場
合
、

Ｇ
Ｎ
Ｉ
単
位
当
た
り
で
中
国
は
一
○
倍
（
二
○
○

Ｎ
Ｉ
単
位
当
た
り
で
中
国
は
一
○
倍
（
二
○
○

単
位
当
た
り
で
中
国
は
一
○
倍
（
二
○
○

（
二
○
○

三
年
時
点
）、
イ
ン
ド
は
七
・
九
倍
（
同
）
の
二

、
イ
ン
ド
は
七
・
九
倍
（
同
）
の
二

七
・
九
倍
（
同
）
の
二

倍
（
同
）
の
二

（
同
）
の
二
の
二

酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ロ
シ

ア
の
そ
れ
は
さ
ら
に
悪
く
、
実
に
日
本
の
一
四
・

一
倍
（
同
）
で
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。

（
同
）
で
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。

で
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。

●
バ
イ
オ
燃
料
の
導
入
と
パ
ー
ム
油
の

生
産
拡
大

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
と
い
う
観
点
か
ら

こ
の
一
○
年
を
振
り
返
る
時
目
立
っ
て
い
る
の
は
、

原
油
に
代
表
さ
れ
る
鉱
物
燃
料
の
価
格
高
騰
に
も

後
押
し
さ
れ
、
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い

わ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
燃
料
（
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
）
の
導
入
が
本
格
化
し
た
こ

と
で
あ
る
。
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
米
国
（
原
料

は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
や
ブ
ラ
ジ
ル
（
同
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
）
で
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
Ｅ
Ｕ （
同
、

主
と
し
て
菜
種
油
）
で
、
そ
の
普
及
が
進
み
つ
つ

あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
マ
レ
ー
シ
ア
、
中
国
等
の

ア
ジ
ア
諸
国
で
も
バ
イ
オ
燃
料
の
利
用
が
本
格
化

し
つ
つ
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
で
は
、
一
九
九
八
年
以
降
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
の
た
め
の
菜
種
油
消
費

が
増
加
し
始
め
、
ド
イ
ツ
等
で
税
制
面
で
の
優
遇

が
開
始
さ
れ
た
二
○
○
四
年
以
降
、
こ
の
動
き
が

加
速
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
燃
料
と
す
る
た
め

の
菜
種
油
の
利
用
は
、
一
九
九
九
年
に
総
消
費
量

の
一
五
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
二
○
○
四

年
に
は
五
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
二
○
○
六

年
に
は
こ
の
比
率
が
六
一
％
に
達
し
て
い
る
。
菜

種
油
に
加
え
て
、
一
部
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
（
ベ
ネ
ル
ク

ス
三
国
、
英
、
独
等
）
で
は
大
豆
や
パ
ー
ム
油
の

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
発
電

用
燃
料
と
し
て
の
利
用
も
増
加
し
て
い
る
。
例
え

ば
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
二
○
○
五
年
に
燃
料
と
し
て

の
パ
ー
ム
油
の
利
用
が
一
挙
に
前
年
の
一
○
倍
以

上
に
増
加
し
た
（
二
万
三
○
○
○
ト
ン
か
ら
二
七

万
七
○
○
○
ト
ン
へ
）。
油
脂
の
専
門
誌
は
二
○

○
六
年
の
一
七
種
の
植
物
性
・
動
物
性
油
脂
に
対

す
る
世
界
全
体
と
し
て
の
需
要
増
加
の
四
○
％
が

バ
イ
オ
燃
料
に
よ
る
も
の
と
推
測
し
て
い
る
（
こ

こ
で
の
油
脂
に
関
す
る
記
述
は
基
本
的
に
、
参
考

文
献
②
に
基
づ
い
て
い
る
）。

こ
の
よ
う
に
バ
イ
オ
燃
料
の
利
用
が
世
界
的
に

拡
大
す
る
中
で
、
世
界
で
取
引
さ
れ
て
い
る
主
な

植
物
性
油
脂
の
生
産
動
向
に
も
大
き
な
変
化
が
生

じ
て
い
る
。
一
三
種
あ
る
植
物
性
油
脂
の
中
で
長

く
最
大
の
生
産
量
を
誇
っ
て
き
た
大
豆
油
と
近
年

で
は
第
二
位
を
占
め
て
き
て
い
た
パ
ー
ム
油
の
地

位
が
、
二
○
○
四
年
に
逆
転
し
、
そ
の
後
は
パ
ー

ム
油
が
首
位
の
座
を
維
持
し
て
い
る
。

パ
ー
ム
油
は
伝
統
的
に
は
食
用
（
日
本
で
は
、

例
え
ば
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
揚
げ
油
や
コ

ー
ヒ
ー
用
ク
リ
ー
ム
等
）、
非
食
用
（
同
じ
く
、

例
え
ば
石
鹸
や
洗
剤
等
）
に
幅
広
く
用
い
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
主
要
な
輸
入
国
は
、
Ｅ
Ｕ
、
イ
ン
ド
、

中
国
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
あ
る
。
近
年
輸
入
量
の
伸

び
が
著
し
い
の
は
中
国
で
あ
る
。
二
○
○
一
年
に

二
六
○
万
ト
ン
だ
っ
た
中
国
の
輸
入
量
は
二
○
○

六
年
に
は
五
六
六
万
ト
ン
（
世
界
輸
入
合
計
三
○

三
○
万
ト
ン
の
一
八
・
六
八
％
）
と
倍
増
し
、
Ｅ

Ｕ
、
イ
ン
ド
を
上
回
り
最
大
の
輸
入
国
と
な
っ
て

い
る
。

パ
ー
ム
油
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
（oil palm

）
の
果

実
か
ら
得
ら
れ
る
油
で
あ
る
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は
年

間
を
通
じ
、
平
均
し
て
雨
量
の
得
ら
れ
る
熱
帯
多

雨
林
地
帯
で
の
栽
培
が
適
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
条
件
下
で
あ
れ
ば
、
一
年
を
通
じ
連
続
し
て
果

実
の
収
穫
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

収
穫
に
季
節
性
が
あ
り
、
し
か
も
年
々
の
気
象
条

件
に
よ
っ
て
収
量
が
左
右
さ
れ
る
他
の
油
糧
作
物

に
比
べ
、
は
る
か
に
高
い
単
位
面
積
当
た
り
の
年

間
油
収
量
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
パ
ー
ム
油
の

生
産
は
歴
史
的
に
マ
レ
ー
シ
ア
、
そ
し
て
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
集
中
し
て
き
た
。
二
○
○
六
年
の
生
産

量
は
マ
レ
ー
シ
ア
一
五
七
○
万
ト
ン
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
一
六
八
三
万
ト
ン
で
両
国
の
み
で
全
体
の
八

五
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
の
輸
出

で
も
両
国
の
み
で
全
体
の
八
九
・
八
％
で
あ
る
。

近
年
の
生
産
量
の
増
大
は
、
と
り
わ
け
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
お
け
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
収
穫
面
積
の
急
拡
大
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に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
二
○
○
二
年
か
ら
二
○
○

六
年
に
か
け
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
栽
培
面
積
は
一

三
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
二
○
○
二
年
比
四
七
・
七

％
）
増
加
し
、
四
一
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
た
。

こ
の
間
マ
レ
ー
シ
ア
は
五
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
同

一
八
・
三
％
）
の
増
加
で
、
二
○
○
六
年
の
栽
培

面
積
は
三
六
八
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
留
ま
っ
た
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
栽
培
面
積
は
二
○
○
五
年
に
、
生

産
量
は
二
○
○
六
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
レ
ー
シ
ア

を
上
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
パ
ー
ム
油
産
業
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
経

験近
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け

る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
大
は

環
境
上
、
社
会
上
の
様
々
な
懸
念
を
呼
ん
で
き
た
。

例
え
ば
、
①
生
物
種
の
宝
庫
と
も
い
え
る
熱
帯
多

雨
林
を
切
り
開
き
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
と
い
う
単
一
樹

種
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
こ
と
で
、
生
物

多
様
性
が
損
な
わ
れ
る
、
②
土
地
の
囲
い
込
み
に

よ
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
造
成
が
、
も
し
先
住

民
族
の
慣
習
的
な
土
地
使
用
権
を
無
視
す
る
形
で

強
行
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
先
住
民
族
の
権
利

の
侵
害
で
あ
る
、
③
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
不
用

意
に
農
薬
が
使
わ
れ
る
こ
と
で
、
農
園
労
働
者
等

の
健
康
被
害
が
生
じ
て
い
る
、
④
農
園
労
働
者
と

り
わ
け
移
民
労
働
者
が
不
当
な
労
働
条
件
で
働
か

さ
れ
て
い
る
、
⑤
児
童
労
働
が
行
わ
れ
て
い
る
、

⑥
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
用
の
パ
ー
ム
油
を
作
る
た

め
に
熱
帯
多
雨
林
を
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
変
え
、

泥
炭
地
ま
で
切
り
開
き
農
園
を
作
る
こ
と
が
、
か

え
っ
て
よ
り
多
く
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
、
⑦
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開

発
が
近
年
頻
発
し
て
い
る
大
規
模
森
林
火
災
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
等
々
（
例
え

ば
、
参
考
文
献
③
、
④
、
⑤
参
照
）。
こ
れ
ら
は

一
つ
一
つ
が
十
分
考
慮
に
値
す
る
懸
念
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
パ
ー
ム
油
製
油
工
場
の
水
汚

染
問
題
と
い
う
切
り
口
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
験

を
検
証
し
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
懸
念
を
提
示
し
て

み
た
い
（
参
考
文
献
⑥
、
⑦
）。

マ
レ
ー
シ
ア
の
パ
ー
ム
油
産
業
は
、
一
九
六
○

年
代
に
ゴ
ム
の
国
際
価
格
が
低
迷
し
政
府
が
農
業

の
多
様
化
に
踏
み
出
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、

特
に
半
島
部
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
ゴ
ム
園
を
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
転
換
す
る
こ
と
で
、

そ
の
発
展
が
始
ま
っ
た
（
マ
レ
ー
シ
ア
の
パ
ー
ム

油
産
業
に
つ
い
て
は
、
参
考
文
献
⑤
が
詳
細
な
分

析
を
行
っ
て
い
る
）。
パ
ー
ム
油
（
こ
こ
で
は
パ

ー
ム
粗
製
油
＝crude palm

 oil

）
の
生
産
は
一
九

六
五
年
の
二
○
万
ト
ン
か
ら
、
一
九
七
五
年
に
は

一
二
六
万
ト
ン
に
、
そ
し
て
一
九
八
五
年
に
は
四

一
○
万
ト
ン
ま
で
増
加
す
る
。
一
九
八
○
年
代
に

は
マ
レ
ー
シ
ア
は
世
界
最
大
の
パ
ー
ム
油
生
産
国

（
世
界
生
産
の
五
○
％
）
に
し
て
輸
出
国
（
世
界

輸
出
の
七
五
％
）
と
し
て
の
地
位
を
確
固
た
る
も

の
と
し
て
お
り
、
パ
ー
ム
油
産
業
は
同
国
第
二
の

外
貨
稼
得
産
業
（
一
九
八
四
年
に
全
外
貨
稼
得
額

の
一
二
％
）
と
な
っ
て
い
た
。

パ
ー
ム
の
果
実
中
に
は
油
脂
を
加
水
分
解
す
る

強
力
な
酵
素
で
あ
る
リ
パ
ー
ゼ
が
存
在
す
る
（
参

考
文
献
⑧
）。
そ
こ
で
、
こ
の
酵
素
に
よ
る
パ
ー

ム
油
の
加
水
分
解
が
で
き
る
だ
け
少
な
い
う
ち
に

処
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
製
油
工
場
の
多
く
は

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
隣
接
し
て

設
置
さ
れ
る
。
ま
た
、
製
油
の
プ
ロ
セ
ス
は
一
ト

ン
の
果
実
を
処
理
す
る
の
に
一
ト
ン
の
水
が
必
要

と
な
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
水
資
源
集
約
的
な
も

の
で
あ
り
、
製
油
工
場
は
川
等
の
水
辺
に
立
地
す

る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
製
油
の
プ
ロ
セ
ス
は

大
量
の
有
機
性
廃
液
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
一
ト

ン
の
パ
ー
ム
油
を
生
産
す
る
過
程
で
、
実
に
二
・

五
ト
ン
の
廃
液
が
生
じ
る
。
既
述
の
通
り
、
一
九

六
五
年
か
ら
一
九
七
五
年
に
か
け
て
パ
ー
ム
油
の

生
産
は
六
倍
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
そ
れ
に
比
例

し
て
、
多
く
の
水
が
使
わ
れ
、
ま
た
未
処
理
の
廃

液
が
河
川
等
に
排
出
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
こ
う
し
て
、
特
に
当
時
多
く
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
半
島
部
マ
レ

ー
シ
ア
で
は
、
多
く
の
河
川
が
魚
も
住
め
ぬ
死
の

川
と
化
し
た
と
い
う
。
汚
染
の
原
因
が
溶
存
酸
素

（
Ｄ
Ｏ
）
の
減
少
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
人
々
は

貴
重
な
蛋
白
源
で
あ
っ
た
魚
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
困
難
に
な
り
、
同
時
に
飲
料
水
に
も
事
欠
く
事

態
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
一
九
七
四
年
に
制
定
さ
れ
た

環
境
質
法
（the E

nvironm
ental Q

uality A
ct 

1974

）
が
、
環
境
規
制
当
局
（
現
在
で
はD

e-

partm
ent of E

nvironm
ent

と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
）
に
、
①
操
業
を
す
る
た
め
に
許
可
証
が
必
要

と
な
る
特
定
の
施
設
を
「
指
定
」
す
る
権
限
、
②

汚
染
の
管
理
に
関
連
す
る
条
件
を
付
与
す
る
権
限
、

を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
パ
ー
ム
油
の
製
油
工
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場
は
一
九
七
七
年
に
同
法
に
基
づ
き
操
業
許
可
が

必
要
と
な
る
施
設
と
し
て
真
っ
先
に
「
指
定
」
さ

れ
た
（
環
境
質
規
則
〔
指
定
施
設
‐
パ
ー
ム
粗
製

油
〕）。
同
規
則
に
よ
れ
ば
、
パ
ー
ム
油
製
油
工
場

は
一
年
更
新
で
操
業
許
可
を
取
得
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
操
業
許
可
の
取
得
申
請
に
当
た
っ
て
製
油
工

場
は
、
①
定
額
の
事
務
処
理
費
、
及
び
②
翌
年
の

Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
想
定
排
出
負
荷
量
を
申
告
し
、
そ
の
負

荷
量
に
比
例
す
る
排
出
関
連
費
を
支
払
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
同
規
則
に
よ
り
排
出
基
準
も
設

定
さ
れ
、
製
油
工
場
は
こ
の
基
準
の
遵
守
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
排
水
基
準
は
、
例
え
ば

Ｂ
Ｏ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
当
初
暫
定
の
目
安
と
し
て

五
○
○
○
mg/l
と
設
定
さ
れ
、
そ
の
後
一
九
七
九
年

に
二
○
○
○
mg/l
、
一
九
八
○
年
に
一
○
○
○
mg/l
、

と
い
う
よ
う
に
毎
年
基
準
が
厳
し
く
な
り
、
最
終

的
に
一
九
八
四
年
以
降
の
基
準
は
一
○
○
mg/l
と
さ

れ
た
。
規
制
当
局
は
、
製
油
工
場
が
申
告
し
た
排

出
負
荷
量
で
操
業
し
て
い
る
か
、
ま
た
排
水
基
準

を
遵
守
し
て
い
る
か
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
た
め
に
、

四
半
期
ご
と
の
報
告
を
義
務
付
け
、
さ
ら
に
抜
き

打
ち
の
立
ち
入
り
調
査
も
実
施
し
た
。
そ
し
て
悪

質
な
違
反
者
に
対
し
て
は
操
業
許
可
の
取
り
消
し

と
い
う
処
分
が
実
際
に
適
用
さ
れ
た
。
一
九
八
一

年
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
、
二
七
の
製
油
工
場
の

操
業
許
可
が
取
り
消
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
規
則
の
効
果
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ

ア
の
代
表
的
な
環
境
研
究
者
の
一
人
は
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
。「
パ
ー
ム
油
…
に
関
す
る
規

則
は
水
質
の
著
し
い
改
善
を
も
た
ら
し
た
。
パ
ー

ム
油
製
油
工
場
に
対
す
る
操
業
許
可
か
ら
得
ら
れ

た
収
入
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
排
出
負
荷
量
に
比
例
す
る
）

は
一
二
年
間
に
八
八
％
減
少
し
た
」（
参
考
文
献

⑨
）。
図
１
に
示
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
状
況
で

あ
る
。

●
「
成
功
談
」
の
そ
の
後

前
項
で
振
り
返
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
験
は
、

発
展
途
上
国
に
お
け
る
環
境
対
策
の
代
表
的
成
功

例
と
一
般
に
評
価
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
評
価
の
根
拠
と
な
っ
た
検
証

作
業
は
残
念
な
が
ら
一
九
九
○
年
代
初
め
ま
で
の

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一

九
九
○
年
に
お
い
て
も
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
面
積
の

八
三
・
七
％
は
半
島
部
マ
レ
ー
シ
ア
に
集
中
し
て

い
た
。
つ
ま
り
先
の
事
例
は
、
正
確
に
は
「
半
島

部
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
験
・
成
功
談
」
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
一
九
九
○
年
代
以
降
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
サ

バ
、
サ
ラ
ワ
ク
で
進
展
し
た
（
現
在
で
は
栽
培
面

積
の
四
○
％
を
占
め
て
い
る
）。ま
た
既
述
の
通
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽
培
面
積
が
近
年

栽
培
面
積
が
近
年

面
積
が
近
年

急
速
に
拡
大
し
、
既
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
そ
れ
を
上

回
っ
て
い
る
。「
成
功
物
語
」
の
そ
の
後
を
確
認

す
る
こ
と
が
、
重
要
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い

る
。（ 

ふ
じ
さ
き　

し
げ
あ
き
／
日
本
貿
易
振
興
機

構
総
務
部
）
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図 1　パーム油製油工場での汚染の減少
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